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1 ．はじめに

矢作川は，長野県の大川入山（標高 1，908 m ）に源を発し，長野，岐阜，愛知県の 3 県を

流れる中規模河川である．その本川延長は 117 k m で，流域面積 1，830 km 2は全国第 35 位

にあたる．矢作川 と文字で表 されたのは，実に平安時代の835年 といわれている．

その川 は，古 くは上流域から山の幸，下流域からは海の幸などの運搬のため，近年は流域

1 35 万人の飲み水をはじめ農業，漁業，工業，発電用水などに使用されており，他の河川と

比べ非常に利用率の高い川である．今回の報告は，水収支の観点から利水について述べるも

ので ある．

2 ．利水概要

矢作川は水量豊富な河川で，流域の 86％が山地，地質は 78％が花崗岩地帯である．

洪水記録も多く，古くから治水，築堤に多大の労力が投入されてきた．流域の年平均降雨

量は下流で 1，400 m m ，上流山間部 2，200 m m ，平均 1，800 m m である．その利水は，下流

堆積地の農業用水取水から始まり，明治中期以降に明治用水，枝下用水などの大規模な農業

用水が相次いで拓かれ，用水の需要は次第に高まってきた．

また水力発電は明治 30 年から次々と開発された．工業用水は明治初期の水車利用のガラ

紡発生から始まり，紡績，自動車等の近代産業にその使用量は増大している．上水道使用水

量も地域社会の発展とともに増加している現状である．

一方，昭和 34 年の伊勢湾台風以降に，洪水対策，農・工・上用水の確保，発電の多目的

ダム建設事業が計画され，これを水源とする矢作川総合農業水利事業，県営かんがい排水事

業，愛知県西三河用水供給事業等が着工されて，水源，取水施設は完成し，利水施設の工事

も大半を終えて，矢作川は一段 と高度な利水が図られている．

3 ．矢作川本川における水利事業

（ 1）矢作川総合農業水利事業

矢作川中流部から取水している明治用水地域の水田は導水路幹線の老朽化が著るしかっ
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た．

またこれに隣接する北部，南部の水田は渓流，溜池を水源としていて，水利条件が不安定

であるため旱魃の常習地帯になっていた．山間部の畑地帯は水源がなく低位生産地帯であっ

た．

こうした困難を克服する目的で，矢作川上流に建設された多目的矢作ダムを水源として幹

線用水路を新設，改修し，生産の安定を図るためこの事業が導入された．その概要は（表－

1 ）のとお りである．利水ルート図を（図－ 1）に示す．

（ 2）県営かんがい排水事業

中部電力株式会社越戸ダムより取水している農業用水専用の枝下用水を，県営かんがい排

水事業として，昭和 39 年度より昭和 62 年度まで，老朽化による用水不足，自動遠隔操作に

よる排水管理の合理化，維持管理費の節減を目的として改修をした．その概要は（表－ 2 ）

のとお りで ある．

表－ 2

（ 3）愛知県西三河水道用水供給事業及び工業用水道事業

豊田市，岡崎市をはじめとする西三河平野部は，近年内陸工業の発展，衣浦臨海部におけ

る工業立地の進展と，名古屋市の人口拡散に伴う衛星都市 としての人口増加，生活水準の向

上等による水需要の増加が著しい．

地区名

（取水地点）
受　　 益　　 地

かんがい面積 （h a） 最大取水量

（m 3／s）
主　 要　 工　 事

田 畑 計

北部 豊田市
502 314 8 16

農水

上水

1 ．54

3．20 共 用水路 15 ．7k m

（岩倉） 藤岡町 工水

計

2 ．67

7．23

専 用水路 6 ．Ok m

明治

（明治右岸）

豊田市，岡崎市，知立市

6 ，810 30 6 ，840

農水 30 ．00 共 用水路
13 ．6km

11 ．7km
刈 谷市，高浜市，安城市

西尾市，碧南市

工水

計

4 ．02

34 ．02

専 用水路

南部

幸 田町

吉 良町
846 351 1，197

農 水

上水

1 ．44

1 ．23
共 用水路①

〃 （参

専用水路

14 ．6k m

5 ．4k m

20 ．8k m
（明治左岸） 幡豆町 矢作第二

計

5 ．50

8 ．17

計 8 ，158 695 8 ，853

地 区名

（取水地点）
受　　 益　　 地

かんがい面積 （h a） 最大取水量

（m 3／s）
主　 要　 工　 事

田 畑 計

枝下用水

（中電越戸ダム）
豊田市，三好町，知立市 2，404 2 ，404 農水　　　 8 ．69 専用水路　 毒45 ．4k m
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このため，愛知県は矢作川総合開発事業の一環として，矢作ダムを水源に，岩倉取水工を

取水点 とす る豊田浄水場 （上水道），知多浄水場 （工業用水道），明治用水頭首工右岸を取水

点とする安城浄水場 （工業用水道），及び同左岸 を取水点 とする幸田浄水場 （上水道）を新

設又は拡張して水需要の増大に対処している．取水地点別の上水道用水，工業用水計画は

（ 表－ 3 ）の とおりである．

表－ 3

凶）矢作ダム建設事業

矢作ダムは洪水調節 と農業用水，工業用水，上水道用水，発電の多目的ダムとして昭和

4 0 年工事着手し，昭和 46年 3 月完成したものである．（建設省施行，管理）ダムの規模に

ついては（表－ 4 ）のとお りである．

表－ 4

取水地点 浄水場名 区分 供給量 取水点水量 給水区域　　 m 3／日

岩倉 豊 田 上水

（m 3／日） （m 3／s）

豊田市 120 ，300m 3　　 知立市　 25 ，000m 3

岡崎市　 32 ，400m 3

231，000 3 ．20 愛 知中部水道企業団 （三好町） 11，800m 3

知 多 工水 200，000 2．67 安 城市　 41 ，500m 3

名 古屋南部臨海工業地帯　 200，000m 3

明治右岸 安城 工水 300 ，000 4 ．02
衣 浦臨海工業地帯 とその背後内陸工業地帯

300 ，000m 3

明治左岸 幸田 上水 89 ，000 1．23

碧南市　 32 ，800m 3　　 幸田町 10 ，600m 3

西三河南部水道企業団　 45 ，600m 3

（西尾市 ・吉良町 ・一色町 ・幡豆町）

計
上水

工水

320 ，000

500 ，000

4 ．43

6 ．69

堤　 体　 規　 模

アーチ式 コンク リー トダム

堤高 100 ．0m　　 満水位 E L　 298 ．0m

堤長　 323 ．1m　　 低水位 E L　 261 ．0m　　 堤頂標高　 300 ．0m

貯　 水　 規　 模
満水面積　 2 ．7k m 2　　 流域面積　 504k m 2

総貯水量　 80 ，000千 m 3　　 有効貯水量　 65 ，000千 m 3

洪　 水　 吐　 規　 模
テンクーゲー ト（幅 10 ．5m X 高 6 ．8m ）　 4 門

パーチカル リフ トゲ ー ト（幅 4 ．0m X 高 4 ．1m ） 3 門　　 計画洪水量 1 ，300m 3／s

取 水 施 設 規 模 発電最大使 用水量 94 ．7m 3／s

治　　　　　　 水
洪水期 （6 月 1 日か ら10 月15 日）に 15 ，000千 m 3 を確保す るため

E L 292 ．0m に貯水位制 限する．

不 特 定 か ん が い 洪 水 期　 E L 261 ．0m ～ 292 ．0m までの50 ，000千 m 3 の うち 19 ，000千 m 3 を利用す る．

及 び特定かんが い 非洪水期　 E L 261 ．0m ～ 298 ．0m までの 65 ，000千 m 3 を利用する．

上　 水　 道　 用　 水 上記期間の うち12 ，000千 m 3 を利用す る．

工　 業　 用　 水 上記期間の うち19 ，000千 m 3　〃

発　 電　 用　 水 上記期間の うち50 ，000千 m 3　〃
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（ 5） 発電用水量

矢作川水系における発電の歴史は，明治 30 年 7 月に岡崎電灯によってつくられた岩津発

電所（中部電力管内で一番古い）に始まる．現在，発電所は 25 箇所，合計最大出力は約 1 ，

2 60 千 k w である．その模式図は（図－2 ）のとおりである．

図－ 2 矢作川水系（中下流部）発電所模式図
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4 ．矢作川水系利水管理連絡系統

矢作川における管理連絡の系統は，（図－ 3 ）のとおりである．
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5 ．矢作ダム平年（平均）降雨量（流域平均）

昭和 47 年か ら平成 6 年 までの降雨量は（表－5 ）のとおりである．

表－ 5 矢作ダム平年（平均）降雨量（流域平均）

5 1

昭和47年～平成 6年

2 3年間（1972～1994）

○数字は渇水年順位

月

年
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

10月 卜 月

12月 計

S 4 7 6 8 8 7 2 7 1 2 3 9 1 3 7 3 1 9 5 3 0 ④ 14 4 3 0 8 8 2 1 0 6 7 4 2 ，36 5

4 8 1 0 7 5 5 2 7 1 9 1 1 0 2 1 3 0 ① 12 7 1 7 9 2 2 6 2 1 1 1 0 ①　 0 1 ，36 5

4 9 ③ 15 1 0 5 1 0 2 3 3 6 1 5 8 2 3 0 5 7 7 4 8 3 2 0 8 1 5 4 6 2 5 2 2 ，48 2

5 0 5 7 4 9 ④　 64 1 4 2 16 4 1 8 0 3 8 3 4 8 7 ③ 13 6 2 6 7 1 1 6 8 2 2 ，12 7

5 1 1 2 0 4 1 5 5 2 0 2 3 1 9 2 9 6 3 5 4 2 5 7 4 0 0 15 5 ⑤　 53 7 1 2 ，46 7

5 2 1 6 4 1 2 0 3 3 0 7 1 6 9 2 9 9 1 7 6 2 2 3 2 2 9 ③　 4 7 1 8 5 8 5 1 ，98 0

5 3 2 0 2 4 ③　 58 1 1 4 1 5 6 4 5 5 1 7 5 15 7 2 8 9 1 4 1 6 2 5 1 1 ，70 2

5 4 7 4 1 2 0 1 3 1 2 2 3 1 9 8 3 2 2 ④ 16 6 2 9 5 3 1 3 2 5 6 1 0 4 3 4 2 ，23 6

5 5 8 6 2 8 1 4 4 2 1 1 2 2 9 1 8 4 3 3 0 3 2 0 2 2 3 2 3 7 7 0 2 8 2 ，09 0

5 6 ③ 15 （9　 3 4 1 4 3 15 4 1 9 0 1 8 4 2 9 2 1 6 5 2 8 8 2 3 8 9 4 1 3 1 ，81 0

5 7 1 6 4 3 1 4 0 1 19 1 4 7 ⑤ 15 0 2 3 4 4 8 7 4 4 7 4 4 2 1 3 5 3 2 ，09 3

5 8 3 6 2 9 1 3 8 2 6 6 2 4 4 2 4 9 3 9 4 3 1 7 3 8 4 1 7 3 1 5 ② 12 2 ，2 5 7

5 9 6 ④　 32 4 5 9 2 ④ 11 4 3 0 8 ③ 16 0 2 6 1 ② 12 0 ①　 3 8 9 4 4 8 ② 1 ，3 18

6 0 1 9 1 1 1 2 1 5 2 2 1 3 2 3 6 0 3 1 7 0 1 9 0 ⑤ 14 9 1 0 4 8 5 2 8 2 ，21 8

6 1 17 4 1 7 7 1 6 9 2 2 4 2 2 7 3 2 9 ⑤ 14 6 1 4 3 ④　 5 4 ③　 30 1 1 5 1 ，63 5

6 2 8 4 4 7 1 9 6 ②　 90 3 2 0 ④ 13 5 2 4 8 ③ 1 3 9 1 6 7 1 2 9 6 4 ④ 14 ⑤ 1，63 3

6 3 3 5 3 5 1 5 5 1 4 5 ⑤ 13 2 4 2 1 1 7 9 1 7 0 3 2 3 ⑤　 79 6 4 1 4 1，75 2

H 元 15 7 2 5 5 1 2 8 13 0 1 6 7 2 8 7 2 8 1 2 4 0 6 1 9 1 1 2 8 1 3 9 2 ，49 6

2 8 0 1 9 2 1 4 2 1 5 8 2 2 1 2 2 0 1 9 4 ② 13 3 4 4 4 1 4 6 1 2 3 2 9 2 ，08 2

3 3 5 7 7 1 5 2 1 1 0 ③ 10 6 3 4 4 2 1 9 1 9 4 4 6 7 2 0 3 1 3 5 7 6 2 ，11 8

4 2 8 5 7 1 2 3 1 5 2 2 3 3 ③ 13 2 ② 13 3 2 1 2 ① 10 0 1 7 0 8 6 9 1 ④ 1 ，5 1 7

5 6 1 9 0 ④　 64 5 1 ② 10 4 3 7 2 3 2 4 2 4 6 3 1 7 1 1 8 1 1 0 6 6 1 ，92 3

6 5 1 4 0 7 3 ④　 96 1 0 9 1 0 7 1 7 8 1 1 8 3 9 0 8 1 ④　 35 2 7 ① 1 ，30 5

月 平 均 4 7 7 6 13 2 1 7 0 1 8 5 2 6 8 2 6 8 2 4 2 2 9 1 1 4 1 8 7 4 8 1 ，95 5

H　 7 8 0 3 0 1 1 1 2 4 3 2 0 1 1 5 1 4 5 2 6 2 2 3 2 1 2 5 5 5 1 1 ，74 3
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6 ．矢作ダムの貯水状況

昭和 47 年よ り平成 6 年 までの渇水状況と平成 7 年の貯水状況は（図－ 4 ）のとおりであ

る．

常時満水位 29 8．0 m 貯水容量65，000千

4 ／18 現在

4 5 ，6 00 千
制限水位 292 0 m 貯水容量50，000千

運用水位

確保水位 2 66．5 m 貯水容畳 6，000 千

3 0 0

2 6 5

貯
水
位

（ m ）

S 4 8

S 5 3

S 62

H 2

H 6

H 7

平年

運用水位

確保水位

水位

農水 7（ 1 ％）

岩倉取水工

工水

8 2（ 1 4 ）

1 6 1（ 2 8 ）

農水
2 5 2 （ 4 4 ）

明治頭首工
3 3 7（5 9 ）

図－ 5 （1）取水地点別

枝下用水
7 5（ 1 3 ）

図－ 6 （2） 部門別

7 0 ，0 0 0

6 0 ，0 0 0

5 0 ，0 0 0

貯

水

量

（ 千ｍ3）

4 0 ，0 0 0

3 0 、0 0 0

2 0 ，0 0 0

1 0 ，0 0 0

0

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

2 9 5

2 9 0

2 8 5

2 8 0

2 7 5

2 7 0

図－ 4 矢作ダム貯水曲線図（過去の渇水状況）

7 ．取水量の概要

平成 7 年における農水・上水・ 工水の年間総利用量 は，573 百万 m 3（6 年 603 百万 m 3）

である．なお，本川の取水地点別，部門別の取水量に対する各比率は（図－ 5・6 ）及び

（ 表－ 6 ）のとお りである．

上水

3 2（ 6 ）

工水
5 3（ 9 ）

上水
7 2（ 1 3 ）

農水
7 5 （ 1 3）

年間

総利水量

5 73 百万 m 3

（ 100％）

農水
3 3 4（ 5 8 ）

年間

総利水量

5 73 百万 m 3

（ 100％）

上水

1 04（19％）

工水
1 3 5 （2 3 ）
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表－ 6

5 3

（ 単位 ：百万 m 3）

※矢作川本川利水管理月別流況表（表－ 7）参照

8 ．河川利用率

明治頭首工地点の河川流量は 1，043 百万 m 3（6 年 635 百万 m 3），放流量は 706 百万 m 3

（ 同 362 百万 m 3）であった．

矢作川本川 （ 明治頭首工地点）の河川利用率A は，次のとお り44．8％である．

A ＝

             年間総利水量

明治頭首工河川流量＋岩倉取水量＋枝下取水量

5 7 3 5 7 3

1 ，04 3 ＋ 16 1 十 75 1 ，27 9
＝44 ．8％

表－ 8 河川利用率の推移

部門別

施設別

農 業 用 水 上水道用水 工 業 用 水 合　　　 計 備　　　 考

岩倉取水工 7 1％ 72 13 ％ 82 14％ 161 28％

枝下用水 75 13 75 13

明 治頭首工 252 44 32 6 53 9 337 59

合　 計 334 58 104 19 135 23 573 100

年
利 用 率

（％ ）

流　 域　 雨　 量
年
利 用率

（％）

流　 域　 雨　 量

年 間 5～ 9月 年 間 5～ 9月

52 3 8 ．7 1 ，9 8 0 1 ，0 96 H l 3 1 ．0 2 ，4 9 6 1 ，5 9 4

5 3 4 7 ．0 1 ，7 0 2 1 ，2 32 H 2 4 0 ．6 2 ，0 8 2 1 ，2 1 2

5 4 3 0 ．6 2 ，2 3 6 1 ，2 94 H 3 3 6 ．1 2 ，1 1 8 1 ，3 3 0

5 5 3 2 ．2 2 ，0 90 1 ，28 6 H 4 5 4 ．4 1 ，5 1 7 8 1 0

5 6 3 5 ．8 1 ，8 10 1 ，1 19 H 5 3 4 ．5 1 ，9 23 1 ，3 6 3

5 7 2 9 ．2 2 ，09 3 1 ，4 6 5 H 6 5 6 ．1 1 ，3 05 9 02

5 8 2 9 ．7 2 ，25 7 1 ，5 8 8 H 7 4 4 ．8 1 ，74 3 1 ，09 8

5 9 60 ．2 1 ，3 18 9 6 3

6 0 3 5 ．6 ，20 8 1 ，4 3 5

6 1 5 1 ．9 1 ，6 4 0 1 ，0 6 9

6 2 5 5 ．7 1 ，6 3 6 1 ，0 1 1

6 3 4 7 ．2 1 ，7 5 2 1 ，2 2 5 平 均 4 0 ．8 1 ，95 5 1 ，2 2 9
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表－7 矢作川本川利水管理月別流況表

地　 点 区　 分 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 計 総　 量

矢 作 ダ ム

流 域 雨 量 8 0 3 0 1 1 1 2 4 3 2 0 1 1 5 1 4 5 2 6 2 2 3 2 1 2 5 5 5 1 1 ，7 4 3

流 入 量 3 6 9 ．6 7 2 3 4 ．9 7 4 3 9 ．0 4 9 8 4 ．3 0 1 ，0 3 7 ．4 0 6 8 5 ．6 0 2 ，1 3 2 ．6 6 5 5 4 ．5 4 7 3 2 ．9 8 5 4 0 ．8 5 3 6 4 ，4 7 2 6 0 ．9 4 8 ，3 3 7 ．4 2 7 2 0 ，3 5 3

放 流 量 3 0 4 ．1 8 3 0 5 ．6 5 2 8 7 ．8 0 7 5 9 ．0 3 1 ，1 1 3 ．9 3 7 9 5 ．2 4 2 ，0 6 9 ．4 5 8 4 1 ．6 3 6 3 2 ．8 1 5 5 1 ．8 5 4 8 7 ．2 7 2 9 7 ．3 7 8 ，4 4 6 ．2 1 7 2 9 ，7 5 3

岩　 倉

取 水 工

上　　 水 6 4 ．9 1 6 1 ．9 1 6 8 ．6 3 6 4 ．8 4 6 8 ．2 7 6 1 ．8 4 7 3 ．3 0 7 8 ．4 2 7 0 ．9 1 7 2 ．7 2 7 1 ．5 4 7 5 ．8 9 8 3 3 ．1 8 7 1 ，9 8 7

工　　 水 8 2 ．7 7 7 4 ．7 6 8 2 ．7 7 8 0 ．1 0 8 2 ．7 7 8 0 ．1 0 8 2 ．7 7 7 5 ．1 1 5 6 ．8 3 8 2 ．7 7 8 0 ．1 0 8 2 ．7 7 9 4 3 ．6 2 8 1 ，5 2 9

農　　 水 0 ．9 3 0 ．8 4 2 ．2 0 5 ．6 8 1 1 ．9 0 14 ．3 8 1 5 ．5 0 1 7 ．2 7 1 3 ．8 0 3 ．2 4 1 ．2 0 0 ．8 8 8 7 ．8 2 7 ，5 8 8

小　　 計 1 4 8 ．6 1 1 3 7 ．5 1 1 5 3 ．6 0 1 5 0 ．6 2 1 6 2 ，9 4 1 5 6 ．′3 2 1 7 1 ．5 7 17 0 ．8 0 1 4 1 ．5 4 1 5 8 ．7 3 1 5 2 ．8 4 1 5 9 ．5 4 1 ，8 6 4 ．6 2 1 6 1 ，1 0 3

枝 下 用 水 農　　 水 3 7 ．2 0 2 8 ．9 3 3 4 ．8 0 6 6 ．8 5 1 2 7 ．6 6 1 4 6 ．5 8 1 2 2 ．5 5 1 9 9 ．4 7 9 7 ．7 5 1 1 ．8 6 0 ．0 0 0 ．0 0 8 7 3 ．6 5 7 5 ，4 8 3

明　 治

用　 水

農　　 水 4 2 ．8 7 3 9 ．4 8 5 4 ．7 6 1 3 5 ．9 2 4 4 3 ．3 4 4 9 2 ．7 5 4 8 8 ．4 3 7 10 ．5 6 3 1 2 ．9 3 6 7 ．9 4 6 0 ．0 1 5 6 ．9 3 2 ，9 0 5 ．9 2 2 5 1 ，0 7 1

矢 作 川 用 水 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ，0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0

南 部 農 水 0 ．0 0 0 ．0 8 0 ．2 2 0 ．4 4 0 ．1 7 0 ，0 9 0 ．0 0 2 ．5 6 1 ．9 0 0 ．0 0 0 ．0 8 0 ．0 4 5 ，5 8 4 8 2

工　　 水 4 7 ．6 3 4 7 ．7 9 5 4 ，2 9 4 9 ．9 6 4 7 ．4 8 5 2 ．9 2 5 7 ．0 7 5 4 ，2 6 4 8 ．2 2 5 3 ．5 3 5 2 ，3 3 4 9 ．6 5 6 1 5 ．1 3 5 3 ，1 4 7

上　　 水 2 6 ．3 5 2 3 ．2 4 2 7 ．2 8 3 1 ．2 0 3 5 ．0 3 3 3 ．6 0 3 5 ．9 6 3 5 ．9 5 3 1 ．2 5 3 4 ．7 2 3 1 ．5 0 3 2 ．5 5 3 7 8 ．6 3 3 2 ，7 1 4

小　　 計 1 1 6 ．8 5 1 1 0 ．5 9 1 3 6 ．5 5 2 1 7 ．5 2 5 2 6 ．0 2 5 7 9 ．3 6 5 8 1 ．4 6 8 0 3 ．3 3 3 9 4 ．3 0 1 5 6 ．1 9 1 4 3 ．9 2 1 3 9 ．1 7 3 ，9 0 5 ．2 6 3 3 7 ，4 1 4

利 水 計 計 3 0 2 ．6 6 2 7 7 ．0 3 3 2 4 ．9 5 4 3 4 ．9 9 8 1 6 ．6 2 8 8 2 ．2 6 8 7 5 ．5 8 1 ，1 7 3 ．6 0 6 3 3 ．5 9 3 2 6 ．7 8 2 9 6 ．7 6 2 9 8 ．7 1 6 ，6 4 3 ．5 3 5 7 4 ，0 0 1

明　 治

頭 首 工

河 川 流 量 3 7 1 ．4 1 3 2 7 ．6 9 3 6 6 ．4 7 1 ，1 7 6 ．8 3 1 ，6 1 6 ．0 3 8 7 6 ．5 8 3 ，6 8 5 ．4 0 8 9 5 ．2 8 9 7 1 ．5 3 8 1 6 ．1 0 6 5 0 ．1 6 3 2 9 ．0 4 1 2 ，0 8 2 ，5 2 1 ，0 4 3 ，9 3 0

放 流 量 2 5 4 ．5 6 2 1 7 ．1 0 2 2 9 ．9 2 9 5 9 ．3 1 1 ，0 9 0 ．0 1 2 9 7 ．2 2 3 ，1 0 3 ．9 4 9 1 ．9 5 5 7 7 ．2 3 6 5 9 ．9 1 5 0 6 ．2 4 1 8 9 ．8 7 8 ，1 7 7 ．2 6 7 0 6 ，5 1 5

受 益 地

雨　 量

豊　　 田 6 0 1 6 9 8 2 0 9 19 7 6 1 3 9 2 5 2 1 4 5 1 0 2 4 9

岡　　 崎 6 3 1 6 1 4 6 1 7 4 2 1 8 1 1 4 2 6 0 1 8 1 6 1 1 1 6 4 3

西　　 尾 6 0 1 5 1 5 1 1 8 1 2 6 0 1 1 3 2 4 1 3 8 1 1 7 4 1
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9 ．おわりに

以上，矢作川の水収支について述べてきたが，本川の水利用は，船運・水車紡・農業用水

にはじまり，発電・上水・工業用水へ拡大を続け，水は無限のものから有限のものとなって

いる．

流域内の地下水が水道用水，工業用水として多量に汲み上げられて，地盤沈下の原因に

なっていることから水源転換が図られ，河川水への依存はますます増量の傾向にある．

（ 図－ 7 ）に示すとおり取水量は年々増え，平成 4 年から平成 8 年まで連続 5 年間節水を

した．又河川利用率も（図－8 ）のように県内の木曽川，豊川に比べ非常に高い．その平均

は40．8％に及び，無駄水のない河川となっている．今後の水利用も平成 12 年には，農業用

水約 8億 トン（平成 7 年 3 億 3 千万 トン），上水道，工業用水約 4 億 3 千万 トン（平成 7 年

2 億 4 千万 トン）に達するものと見込まれている．

発電としての利水は，昭和 56 年完成の奥矢作ダム揚水発電所建設を含め本支流合わせて

2 5 ケ所，最大出力 126 万 K w の水力発電所が開発されている．

その他，三河湾沿岸部の 400 ha の養魚池を始め西三河全体で，現在，約 7 千万 トンの養

魚用水が必要である．これらが平成 12年に矢作川本川に求める水量は年間 7億 2 千万 トン

と推計される．需要の 60％が農業用水となっており，毎年のように起る旱魃に対処するた

め，用水路施設を開水路から管水路に変更して，無効放流を少なくし，又溜池及び既存水源

の見直しをして緊急時に利用できるようにするとともに，水道用水，工業用水と一貫した管

理をすることにより節水 を図ることがのぞまれる．



5 6

取
水量

百
万
m 3

8 0 0

2 0 0
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矢作川の水収支の概要 （今井勝美）

矢作川本川
（ 明治用水，枝下用水，矢作川総合用水）

  水道用水  農業用水   工業用水

S48  49  50  51

巴川

（ 矢作川用水）

1 2 0

8 0

4 0

0

5 25354555657585960616263H123456

年

※○は，節水を行った年

※H 5，H 6 年の点線は，節水を行わなかった場合の取水量。

 農業用水

S48495051 5 25354555657585960616263H123456

年

※○は，節水を行った年

※H 5， H 6 年の点線は，節水を行わなかった場合の取水量。

図－ 7 取水量の推移
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河川水利用率（H 4 年）推定値

（ 流域面積，総流量，利用率）

  河川総流量  うち利水量

百80 00
万
m 3

6 0 0 0

4 0 0 0

2 0 0 0

木曽川 矢作川 豊川

（ 推定方法）○ 河川総流量は，「平成 6 年版河川便覧」による流

量記録及び主要利水施設の取水量記録から求めた．

○取水実績不明の小規模施設は考慮してないが，上

流域の農業用水の大部分は取水後に河川へ還流 して

いるものと考えられる．

図－ 8 河川水の利用率（他水系との比較）

5 7

流域 面 積 （k m 2） 総 流 量 （百 万 m 2） 利 用 率 （％ ）

木 曽川 9 ，1 0 0 7 ，1 3 0 2 8 ．3

矢 作 川 1 ，8 3 0 1 ，4 6 2 5 1 ．7

豊　 川 7 2 4 9 7 1 2 8 ．1
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S u m m a ry

T h e Y a h a g i R iv er w a s firs t u se d fo r sh ip tra n sp o rt，w a te r m ills a n d irrig atio n for

f ar m in g ． L a te r th e w a ter is a ls o b e in g u sed fo r g en e ra tio n o f e lec tr ic ity ，w a te r su p p ly

a n d in d u s tr ia l w a te r s u p p ly ，th e a m o u n t o f u s e d w a te r h a s in c r e a s e d a n d o n c e u n lim it e d

w a t e r resources has now becomelimited．

A s u n d erg ro u n d w a te r w ith in th e b a sin h a s b e en p u m p e d u p for c ity a n d in d u str ia l

w a ter su p p ly ，it h a s b ec o m e th e ca u s e o f su b s id en c e o f lan d ． T h is c au sed th e ch an g e of

w ater resources，and d ependence on the w ater of the river has fu rther increased．W ater

s avingwascarriedoutcontinuouslyforfiveyears，from1992to1996．Theusagerateof

w ater of the river is about 40．8 ％，w h ich is m uch higher percentage than of the K iso a nd

T o y o Riversin the same prefecture，whichleaves the YahagiRiver without unused

w a te r．

T he future w ater usage in W est M ik aw a in year 2000 is estim ated to be about 800

m illio n t o n s f o r a g r ic u lt u r e （3 3 0 m illio n to n s in 1 9 9 5 ） a n d 4 3 0 m illio n t o n s f o r c ity w a t e r

a n d in d u stria l w a te r （2 4 0 m illion to n s in 19 95 ）．T h e in cre a se in w a te r u sa g e is d u e to th e

d ev elopm ent ofWest Mikawainlandindustries，mainlyautomobileindustry，andthe

p o p u la t io n in c r e a s e ．

C o n ce rn in g w a ter u s ag e fo r g e n e ra tio n of e lec tr ic ity ，tw e n ty six h y d ro e le ctric p ow e r

p la n ts，g e n e r a tin g a b o u t l，2 6 0，0 0 0 k ilo w a t ts o f e le c tr ic it y ，h a s b e e n d e v e lo p e d o n b o t h t h e

m a in c ou rse a n d its trib u ta ry s tre a m s of th e O k u －Y ah ag i h y d r op o w e r p la n t，w h ich w as

c o m p le t e d in 1 9 8 1 ．

I n a d d it io n t o th a t，a b o u t 7 0 m illio n t o n s o f w a te r fo r f is h b r e e d in g ls r e q u ir e d in th e

w h ole M ik aw a areas，including 400h a of fish breeding p on ds on the coast of M ik aw a B ay．

T h e a m o u n t of w a ter re q u ired fo r th es e a re a s of th e m a in str ea m o f th e Y a h a g i R iv e r

i n 2 0 0 0 is e s t im a te d t o b e 7 2 0 m illio n t o n s p e r y e a r．

W e findit needed to develop new water source facilities，to change open water

c h a n n e ls t o p lp e lin e s t o d e a l w ith la c k o f w a te r s u p p ly a n d t o s u p p ly e n o u g h w a te r f o r

f arm ing ，W h ich accounts for 60 ％ of th e w hole w ater dem ands．F urtherm ore the w aste

o f w a t e r s h o u ld b e d e c r e a s e ，t h e p r e s e n t u s e o f w a te r s u p p lie s r e c o n s id e r e d a n d s u ff ic ie n t

w a t e r s u p p lie s s h o u ld b e k e p t in c a s e o f e m e r g e n c y ．

I t is also preferred that city andindustrialwater supplies willbe management

t o g e th e r．
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